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国際委員井村

ＣＡＥＴＳ会長ミシェル・ラバロー氏

その場で若干の質疑応答がなされた。以下にセ

ッションの順に従って、その大要を述べること

にする。

先ず最初に大統領からの挨拶の代読があり、

私達の生活様式の全般的な改善において、科学

技術の役割が増大しており、特に、看護や健康

に関連した医学分野においては真実である。

"科学技術と健康”をテーマにしたこの第13回

総会において、CAETS(CouncilofAcademiesof

EngineeringandTechnologicalSciences)は、医学

における画像化技術、新しい医薬とワクチン、

遺伝子療法、栄養学や食品工業、医療材料やそ

れらの応用を話題に選んだ。また、そこではこ

れらの新技術に関連して発生する危険に対して

の手段が調べられることになっている。これら

の全てが、長くて豊かな人生を全人類に分け与

えることとなるので、大きな関心をもち期待し

ていると述べられた。次いで、CAETSの現会長

でありかつＣＡＤＡＳ(ConseilpoulrlesApplications

del'AcademiedesSciences)の会長でもあるミシ

ェル・ラバロー氏からの挨拶があった。工学ア

カデミーは、その役割を果たすために、使命を

明らかにし、科学社会との相互関係を強化し、

公共の土俵における位置を明らかにする必要が
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はじめに

平成11年５月24日から28F|の間、フランスの

ソフィア・アンテイポリス（ニース郊外）にお

いて、CAETS第l31RI総会があり、２８日の管理

理事会に先立って、２６ケ国から74人（工学アカ

デミー24ケ国、内CAETSメンバー１８ケ国)の代

表が参加して､"科学技術と健康”をテーマにし

た講演会があった。ＥＡＪからは、永野健会長、

中原恒雄副会長、国際委員会委員長、桜井宏専

務理事と国際委員の筆者が参加した｡そこでは、

次のような５つのセッション

（１）画像化技術

（２）医薬、ワクチン、遺伝子治療

（３）食品工業と栄養学

（４）生体力学、歯科補綴学、外傷学

（５）新技術に関しての健康上の危険管理

が設けられていた。医学関係者が一人参加して

くださっておれば、医学用語が飛び交う話に、

理解が深まり、しっかりした報告が害けたであ

ろうと思われるが、材料専攻の筆者が報告を書

くことになったので、最大限にメモをとる努力

はしたものの不十分な点が多々あろうかと思う

が、その点はご容赦願いたいものである。とこ

ろで、日常私達は健康については、医師に相談

をかけ、その指示によっているわけであるが、

そこで使われる新しい医療技術や、新しい治療

に要する機器や材料、人是に臓器や薬品Iなどの開

発には、科学技術が大きく貢献しており、医学

の進歩を助けている面があるので、そういった

視点から医療に関係する新技術と、その発展に

伴うリスクや、将来像を議論すべ<今回の主テ

ーマは選ばれたものと思われる。

会議の各セッションでは、２，３の先導的講

演と、予め用意された討論希望者の話があり、
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ある。CAETSはそれらの実行に多くの場と機

会を与えてくれる。移り変わりの速い昨今にお

いて、新しい技術のもたらす利益や危険性に対

する公衆の認識は十分とは言えないので、

CAETSのメンバーは、これらの問題を良く承

知し、１年おきのこの総会がそれらに対してい

かに行動していくか、重要な点での経験を交換

しあうのが最良であると考える。今回の"科学

技術と健康”がこれらの論点を討議するのに有

川で実際的な機会を与えてくれることを念願し

ているとして、先記のテーマについて論点を集

中的に討議し、特に、“新技術と危険管理”とい

うテーマに､特別な重要性を与えたいと結んだ。

セッション－１医学的生体観察と画像化の時代

先ず、画像化技術の先陣として、このセッシ

ョンのプログラム内容及び、分子遺伝学の基礎

研究とその人間工学的応用へのインパクトにつ

いて、PierreLOUISTリヨン大学教授の概説が

あった。遺釧伝子工学の源は、今世紀中期に発達

した微生物遺伝学にあり、遺伝子工学は、全て

の生物の遺伝学的機能の研究における有力な武

器となってきたこと、そこで得られた知識は、

医療や、食物生産や環境改善において、革新的

な応川に供されて来たこと、その応用にまつわ

る危険性の評価は、生命現象の遺伝的基礎に関

する知識の増大や生物的進化を操る分子機構の

解明に役立ってきたことなどについて話された。

次いで、分子遺伝学に関する基礎研究とその

人間工学的応用へのインパクトについて、ノー

ベル賞受賞者のPierreGALLEパリーXII大学教

授から話があった。同氏は、ウイリアム・レン

トゲンによる1895年のＸ線発見や、それに航い

てのへンリー・ベクレルによる自然放射能の発

見、その後の人工放射能や核磁気共鳴の発兄な

ど、医用画像化技術を含めた驚くほど速い科学

技術の発展の下で、この第13回CAETS総会は

現今の問題や将来の発展を議論するのに良い機

会であると思うとの話をされ、生体生理機能に

関する画像化が可能化されつつある現状を指摘

された(表ｌ)。

このあと討論会に移った。その場では、多く

の予定されたパネラーが、専門の画像技術関連

の立場から見解を述べた。先ず座長のAlbertL

BAERT教授が、この20年来発達してきた人体
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の形態の詳細な観察と生体両像化技術が、多く

の臨床医学分野での仕来たりを完全に変えたと

述べ、臨床医学におけるこれらの新しい画‘像様

式採用による結果を高く評価し、健康管理に利

用する場合の財源面への影響を調べると共に、

人体に利用した場合の潜在的な生物学的影響を

研究することと、人体の生理学や生理学的病理

学における研究のために、画像化技術によって

開かれる大道を探ることは、この上なく興味の

あることであると述べた。
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新診断法の医学応用：

電送放射線(x線)医学

医療過程の全集積画像化技術

表１画像化技術の発展の経過

また、広範囲に亙り三次元(３Ｄ)視覚化技術

を進めて来ているジェネラル・エレクトリック

医療組織部のDominiqueVITAL氏は、３ＤiIIIi像化

は、現在、医療分野で用いられる画'像化技術の

道における変化の入口にあると指摘した。デジ

タル資料の導入により、一度に多数の事後処理

や解析を実行する技術が可能になり、また、医

学的応用における３Ｄ画像化技術は成熟しつつ

あり、ネットワーク化や記録化する技術が短時

間に資料蓄積をすることを可能にし、開業医が

持つスクリーン上に、瞬間的に統合整理された

特設欄の出現が可能になることを思い浮かばせ

ると述べ、２１世紀には、医用画像化の技術と機

械とが、臨床や外科治療の実質的な助手の役目

をすることになるであろうと締めくくった。

次いで、新しい画像化技術が、生体'11の脳機

能の研究にこれまでと異なった力を持つものに

なるかどうかについて、ロンドン大学神経学研

究所のRichardFRACKOWIAK教授が見解を述

べた。また、PeterWELLSブリストル大学名誉

教授は、現代の医用画像化装置は、進歩した工

学と電子計算機械学の産物であり、単一陽子放
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射計算断層写真(SPECT)、陽電子放射断層写真

(ＰＥＴ)、Ｘ線断層写真(ＣＴ)、磁気共鳴画像

(MRI)、超音波走査などで作られた解剖学的機

能的イメージなどは、それぞれ人体の異なった

肉体の生理学的及び病理学的性質に依存してお

り、マイクロ走査やテレプレゼンス(遠隔捜査）

を含む三次元乃至四次元画像化への工学的チャ

レンジは現代の研究の主題であると述べた。

セッション－２医薬とワクチンと遺伝子治療

治療学とワクチン・再設計の研究と開発につ

いて初めに座長のパスツール研究所のPierre‐

EtienneBOST博士から次のような話があった。

それは、医薬品工業は、数十年経過した今、新

しいワクチン治療法を発見するためや生産性を

急増させるため、並びに、ゲノムエ学、ハイス

ループットスクリーニング、コンビナトリアル

ケミストリー、構造に基礎をおく薬品乃至ワク

チンの設計のような新しい技術を開発するため

に、研究開発'体制の見直しを行なっている。こ

れら技術の進展と将来における必要性などにつ

いて論議された。次いで、Merck社のBenett

MSHAPIRO博士から、新薬への学術的なアプ

ローチと薬の学術的モデルにつきいくつかの例

を挙げての簡単な話があった。新薬を作る方法

としては、既存の薬の改良が最も手っ取り早い

方法となるが、全く新しい薬を作るには、系統

的に構造探索を行ってゆく方法があり、これは

大変な仕事となる。

またAPCells社のJean-BernardLEPECQ博士

からは、遺伝子治療の全体像の現状と展望につ

いての話があり、遺伝子治療の発展についての

幾つかのステップを回想し、治療での広い応用

の実施を拒んでいる技術的妨害が遺伝子ベクタ

ーにあるとし、現在まだ技術は未熟であるが、

治療上の症候や目的が良く選別されるならば、

近い将来、重症な病の治療において極めて効果

的で安全な治療法となっていくようになるであ

ろうとされた。予定討論においては、先ず、

MichelKLEIN博士が、ワクチンの将来について

語り、２０世紀最後のこの10年は、ワクチン学の

黄金時代として記憶に残ることになるであろう

と述べ、ゲノムエ学や免疫学、蛋白や組雲織工学

のような色々な分野での発展は、一度の注射で

6乃至7つの病気から人間を守ることのできる混

合ワクチンの製作を可能にするであろうし、こ

れらの改良は、エイズや癌などと同様に、呼吸

器病、脳膜炎、胃潰傷、マラリヤ、アテノーム

性動脈硬化などに対するワクチンの製造に有望

な未来展望を開きつつあるとした。

次いで、シドニー大学のGrahamJOHNSTON

教授は、医用化学と分子生物学の界面一新薬探

索における遺伝子組替え受容体一の題目で、薬

理遺伝学は、何故人類が或る種の薬に良く感応

し、他の動物が感応しないのかを遺伝子レベル

で記述することを目的としており、将来は患者

がその人の遺伝子に合わせて作った薬剤を入手

することが出来るようになるであろうとし、ま

た、現代の分子生物学は、遺伝学的に定義され

た正常体や突然変異体への薬剤効果の研究をす

ることを可能にするが、それは医学畑の化学者

が異常なターゲット蛋白に作用する新しい医薬

を設計することが出来ることを意味しており、

薬理遺伝学が遺伝子スクリーニングに基づいて、

個性化した各個人宛の薬剤作製というかたちで

の次期革命の要素となることを予測させると述

べた。

セッション－３食品工業と栄養学

食品工業は、ヨーロッパにおいては総売上高

と従業員数において、第一のランクにある産業

であるそうである。このセッションでは、スイ

ス・ローザンヌのネッスル研究センターの

PierreFEILLET博士とスウェーデンエ学アカデ

ミー会長のKurtOSTLUND博士の序論的な講演

があり、その後二つの講演と、予定討論として

は、食品衛生上の品質と食品の感覚的な特性、

発生遣綴伝学的にモデイファイされてきた生体

(ＧＭO／GeneticallyModifiedOrganisms)と消費

者利益、新製品と新市場､最小限度の食品加工処

理､工場装置の衛生状態と人間の健康などについ

ての話があり、それらに対しての討論があった。

先ず、PierreFEILLET博士は、食品工業分野

の技術革新は緩やかで進みが遅い。技術革新の

パラドックスは、消費者が極めて保守的で更な

る刷新を望まないということである。食品工業

が当面する難問は、健康上の価値を増大するこ

とと感覚的特性を多様化する一方で食品の衛生

上の安全性を保証すること、利用をしやすいよ

うにすることなどであると述べた。次いで、
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KurtOSTLUND博士は、次のような主だった話

題に討論を絞ることにしたいとして、先ず第一

に､食品の衛生上の品質と感覚的特性を挙げた。

この話題は、パスツールの微生物の発見を契機

に議論されたことがあり、NicolasAPPERTや

AnthelmeBRILLAT-SAVARINらの時代にこの

タイトルで討論されているが、これまで以上に

食品が国際的に流通している100年以上後の今

日でも、この首題はそのとき以上に適切な話題

ともいえる。第二は、ＧＭＯと消費者利益に関

わる話題である。意見の型を作る人や消費者は、

技術的に避けられないとされたことに操られ

て、発展に逆らう傾向がある。工学的及び心理

学的な機構の理解は、現代の遺伝子工学により

提供される理論的利益のいくらかを、消費者に

提供できるようにしていく必要がある。第三の

話題の新しい製品と新しい市場は、国際化が始

まっている市場に関係を持つ首題である。加工

を最小限度にと言うテーマは、先行するテーマ

に関連をもっていると述べた。ローザンヌのネ

ッスル研究センターのAndreaPFEIFER博士は、

機能的食品とそれの科学的及び情報的なチャレ

ンジに関するものである。過去数年の間に有用

な機能的食品に寄せられた増大する関心は、生

物活動で生成されるバクテリア種族、新陳代謝

機能や機能的炭水化物、酸化防止剤や新陳代謝

機能のよい食事による調節のような生物活性的

食品成分についての研究を刺激してきた。我々

は、機能食や健康上の利点、科学的基礎、新製

品発展の将来的必要性などについて起こりつつ

ある生物活性微生物や分子の選択の基準を提供

していくことを考えていると述べた。次に

INRAのＧｅｒａｒｄＰＡＳＣＡＬ氏は、衛生を保証し、

食I』i,1,の栄養価値を保全する新しい未来技術に関

して述べ、食品が生む病気の防止には、生産地

の農場から食べるテーブルに至る全般の食,1,1,衛

生が求められる。新しく未だポピュラーになっ

ていないプロセス、例えば、高圧、照射、超微

細臆過等の技術による処理技術の改良が貢献す

るかもしれない。しかし、細菌病原菌の制御が

手っ取り早く重要な結果をもたらす最良の道と

思われる。それには、危険管理がもっと系統的

に行われなければならない。将来は上記の処理

技術が病原菌ないし微生物の人工的制御の新し

い道具となり得ようし、生や発酵産物などに対
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する品質の最適性保証に関係して、病原菌の限

界を求める新しい道具となり得るであろう。保

存や栄養価の改善には、食品の生化学的変化に

ついてのプロセスの影響に関する知識のみなら

ず、生物利用の研究や、多くの食品成分の有益

な効果に関する研究が必要である。

予定討論としては、食品安全性の専'111家であ

るJean-FrancoisMOLLE博士が、公衆、政府当

周、科学者、製造業などの関連科学技術組織へ

の消費者の信用が低下しつつあり、食,'1,11工業は、

食品の安全性と栄養についての消費者の信用を

呼び戻す難問に直面している現状で、消費者連合

のような鍵を握る人々と上記のような気づいて

いる問題について議論を戦わすべきであると述

べた。

PierreLPOUISOT博士は、農業や農業食品産

業における新技術の導入が健康潜在力をもつ新

機軸の産業を生むことは確かであろうし、現代

の技術から生み出される厳格な科学的評価を基

にしたバランスをとった産物が、人間の新陳代

謝に有益で長続きする効果をもたらすであろう

と述べた。

セッション－４生体力学、歯科補綴学と外傷学

Compiegne工科大学のGerardBERANGER教授

とジョージアエ科大学のRobertM､NEREM教授

が司会者となり、NEREM教授が移植の危機に

直面する組織工学についての話をした。この組

織工学とは､生体組織や器官機能を修復したり、

置換したり、維持したり強めたりするロ的で、

生物学的置換や組織再生の発展を目的とした学

問である。それは、生物学の変革と伝統的な医

用移植産業との界面において出現する技術であ

り、それによる最初の製品は、皮膚の代替砧で

あったが、この技術は、生命維持に関わる器官

を作り出す能力を持ち、それゆえに移植の危機

に直面する可能性がある。今組織工学に基づい

た製姉収入を持っている会社は世界に２，３社

しかないが、これからの15年の間にこの企業分

野は世界的には、約500億ドルを越える市場に

発達し得ると思われる。次いで、パリーⅥ大学

のGilIesRENARD教授は、眼科学における生体

材料についての講演をした。この材料は、眼科

では既に広く用いられており、眼は生体材料の

研究の分野では良いモデルとなる。眼の異なっ

伊電サ

鐸口気



医学者、生物学者であり、かつ組織学者でも

あるAlainPOMPIDOU教授は、科学技術専門家

と意志決定者と題して次のような話しをした。

科学や技術の発展は世論の成熟や順応よりも速

た部分に埋め込まれるアクリルポリマー、フル

オロカーポン、シリコン、即ち人工角膜、人工

梁柱メッシュ、人工眼内レンズ、強膜バックル、

眼内インプラントなどについて、生体に馴染ま

せたり拒否したりする生体因子に特に注意を払

いつつ研究していると述べた。Andre

THEVENON氏は、予定討論で人工器官のデザ

インの改良は、手足の安楽性、皮膚の耐性、動

作の制御やエネルギーコストなどに関係してく

る。運動分析装置から得た運動学的乃至運動力

学的データは、正常な運動機能や手足を切断し

た人の基本的動作についての我々の知識を改善

したし、アーゴノミーや皮府の耐性の改善には、

企業人と医学チームの密接な協力が必要である

と述べた。

《
脳

セッション－５新しい技術につながる危険の管理

セッションの司会者のMauriceTUBIANAパリ

大学教授は、鍛初に1960年以降のI11i癌による死

亡率に若干の男女差があることに触れ、次いで

紫外線、放射能、公害などの影響に言及し、さ

らに平均死亡年齢の年代による変化を示した

(表２)。

１９００１９３０１９９０１９９７

女性４５５９８１８２．１

男性４４５４．５７２．５７４．２

表２平均死亡年令の年代的変化

EAJNEWSNo､６９１９ﾘﾘ.８５
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い。適切に目標を決定し、感情的な背景を排除

するために、技術の専門家には、人間の健康に

対する危険対利益の見通しの中で、新しい技術

のもたらす結果を正しく査定する役目があると

した。予定討論としては、Jean-JacquesDUBY

博士が、Everythingneworunknownisvery

frighteninganddangerous.という言葉をあげ、危

険分析の観点から危険評価、危険管理、危険伝

達などのあり方について先ず一般的な見解を述

べた。次いで、デンマーク毒物学研究所の

LisbethValentinHANSEN博士が、危険評価の定

義と原則は、色々な組織において異なって処理

される。科学に基礎を置いた危険評価は、実際

の危険を処理するための政治的決定やシステム

の構想の背景を形成する。予防策的原理は、決

定作成過程の一部といえる。新しい技術に関す

る健康の未来危険管理の要求に適合する、標準

化されかつ透明な危険評価手続きを作ろうと言

う要求がある。また、社会科学者のMonika

STEFFENは、血蕊や全血輸血分野における技

術進歩は、多くの血友病患者や輸血受領者の汚

染を起こした新しい致命的病気の蔓延時期に一

致しており、多くの工業国において、主な医学

的出来事は、政治的スキャンダルを起こしてい

る。危険警告と補償要求とに対する政策的な応

答は国際的比較に基づいて行われるべきである

とした。一方、RolandMASSE博士は、危険管

理は、新しい技術に関しての論争点であり、原

子エネルギーがこの30年来この問題に直面させ

られている。予防策原理は、未知の状態を管理

するために提案されており、通常確率論的危険

管理法として提案されているのが現状であると

述べた。（以上）

届＝匙

１

晩餐会にて；左からＤ｢.AnttiArjEls(フィンランド、次期第１４回の世話人)夫妻、筆者、

D｢.Ｈ､KForsen(米国)夫妻、Ｄ｢.|<u｢-tOstlund(スウェーデン)、Ｄｒ・HansLeuenberger(スイス）



霧 CAETS管理理事会報告

５月末に開催されたＣＡＥＴＳの第１３回総会

(Convocation，別項記事ご参照)の終了後、年

１１，１の管理理事会が開催された。２年に１回の

総会がテーマを決めたシンポジウムのようなも

のであるのに対し、管理理事会はCAETSの運

営についてメンバーアカデミーが意見を交換

し、CAETSの運営上の重要事項について決定

するために毎年開催されている。

毎回の議題は総会の予定や財務会計のような

定例的なものと、定例的でないものとがあるが、

今回は定例的なものでは当面の総会の内容と予

定が総会を主催するアカデミーから提案され、

それを承認することが重要な議題となってい

る。第14回以降の予定は

第14回主催：フィンランド

２００１年６月12～１５日

“世界の森林と技術”

場所：ヘルシンキ(郊外）

６月11日（月）に管理理事会

第15回主催：米国

2003年５月１９～23日

“情報と技術'，

場所：ワシントンＤＣ

テーマは仮称、変更の可能性あり

第１６回主催：オーストラリア

2005年

テーマについては検討巾である

が、海洋関係が有力

と発表されたが、第14回については承認。第１５

回については一部のアカデミーから米国には是

非“宇宙技術”をテーマにして欲しいとの要望

があった。米国からは更に詰めた内容で次回管

理理事会に提案される事になった。

新メンバーの入会

今管理理事会では、前回より積み残しのイン

ドをはじめチェコ、スペイン、アルゼンチンの

４つのアカデミーの加入が議題に上った。事前

の資料、調査団の報告等に問題のなかったイン

ド、チェコ、スペインの３アカデミーについて

IWINEWSNo､６９１ﾘﾘﾘ.８６
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CAETS管理理事会風景

は議論も殆どなしに入会が承認されたが､構成、

組織、活動等に問題なしといえないアルゼンチ

ンについては議論が沸騰したが、結局加入承認

になり、CAETSメンバーアカデミーは合計２２

アカデミーになった。

４カ国以外に韓国の工学アカデミー(NAE/K）

からの加入申請処理について検討する事になっ

ていたが、今回の管理理事会の直前になって韓

国科学技術アカデミー(KAST)からも加入申請

があった。通常の加入申請の場合と同様に調査

団を送ってアカデミーの組織や活動がCAETS

の会則に適っているかの査察をしても、

CAETS側で一方のアカデミーを選択するのは

問題があるので、この処理方法について相談の

結果、先ず韓国側で代表権問題について調整し

て欲しい旨連絡することになった(韓国のiIlljア

カデミーの関係等については、ＥＡＪＮＥＷＳ

Ｎｏ､67,1999年４月、Ｐ１ご参照)。

工学教育関連ＷＧ

２年前のエジンバラの管理理事会で決定した

工学教育の各国比較についてのレポートは、最

終案がまとめ役のオランダのアカデミーから報

告され、Ｗｏ,kingPartyに参加しなかったアカデ

ミーからのコメントを２週間に限って受け、必

要な修正を行うことを含め承認された。

CAETSの名称について

CAETSの名称にInternationalやWorld等の形容

詞がついていないと、CAETSが国際団体とみ

戸､

感電
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編

られないのではないかとの問題については、積

極的に改称しようとの強い意見もなく、結論の

出ないままに終わった。

予算、決算、会費

財務上の決算はメンバー増から総額は若干増

加したが、１アカデミーあたりの負担は僅かな

がら減少し、会計報告と予算はすべて議論なく

承認された。

事務局担当副会長の交代

最後に、本年末をもって退任の意向を表明さ

れた1985年CAETS創立以来の副会長(兼秘書

役一事務局長)のStevenNAnastasion氏に対す

る感謝決議を承認するとともに、同氏に名誉副

会長(VicePrcsidentEmeritus)の称号を与えた。

後任には前任者同様、米国工学アカデミー事務

局長(ExecutiveOfficer)を本年退任したWilliam

CSalmon氏の任命を承認した。

その他

有力なメンバーアカデミーのひとつであるフ

ランスのＣＡＤＡＳ(CouncilforApplicationsofthe

AcademyofSciences)での再編成の動きについ

て報告があった。組織名が示すように、フラン

スのCADASは独立の組織でなくCAETSメンバ

ー中唯一の科学アカデミーの工学部門として

CAETSに加入していたが、昨年より独立化の

動きが始まり、近々独立の工学アカデミー(正

式名称未定）として再発足することになった旨

の報告があった。これでCAETSの全メンバー

が実質的な運営はさておき、形式的にはすべて

科学アカデミーとは一線をｕiした独立の組織に

なったことになる。

鶴 第１０５回談話サロン「大学における学術研究の役割」 。’ｰ

材料専門部会B-WG主査岩津康裕／】'１Aｓ

ー画、■回且

〔/〃/ＲＯノＷ２４１ＳＡＷＡ

日時：

場所：

講師：

1999年６月４１１（金）

弘済会館

増本健氏

財団法人電気磁気材料研究所長

研究と教育の基礎研究を担う大学が果たす役

割を明確にし、そのあるべき将来の姿を見つけ

ることは、２１世紀の日本が科学創造立国として

接続的発展を遂げるために解決すべき緊急の課

題の一つである。本講演では、我が国の学術研

究の現状、学術研究発信の空洞化、学術研究の

国際的貢献、産学官の研究協力の重要性、基礎

研究成果の権利化の重要性、研究資金の適正配

分、的確な研究成果の評価、大学自身の規制緩

和促進、研究者のモラルの育成の９課題につい

て、私見ではあるがとの断りの上に率直な指摘

と問題点、将来像の側而などが述べられた。し

かし、増本氏が文部省等の科学行政に深く関わ

ってきていることを考えると、本講演の内容は、

行政改革が進む中での大学の今後のあり方に、

大学人のみならず産官に籍を置く参加者にとっ

ても重大な関心を持たずにはおられない大きな

問題といえる。

本講演では、最初に、

我が国における学術研究

の現状認識について、増

本氏ならではの多くの資

料を使用しての日本と欧

米との比較と国際競争力

の分析がなされた。人

文・社会・理工・医薬等

の多くの基礎分野におい 増本健氏

て、現在でも根本的基盤となる原即・原則のほ

とんどが欧米の先進的研究の上に立っており、

相変わらず多かれ少なかれ追従型研究が続いて

いるとの指摘が成された。このような状況にも

より、学術研究の我が国の貢献度は年々低下し、

これまで優位に立っていたと言われていた学問

分野においても欧米に先を越され、離されつつ

あると報告された。学術研究を祖う大学研究者

が将来を的確に見通す努力が必要であろう。一

方で、大学の建物の老朽化、狭|溢化、施設の設

備の遅れ､研究者支援システム構築の遅れなど、

行政が為すべき課題が指摘された。学術研究の

EAJNEwsNo,691999.87



発信を担う学協会の弱体化も深刻になりつつあ

る。特に大学の優れた研究成果の大部分は欧米

の学術誌に投稿されている。依然潜在的欧米志

向が存在する。我が国から発信することの重要

性と発信の仕組みを構築する必要性が指摘され

た。

学術研究の国際的貢献は、世界から第１線級

研究者が集まる世界的研究拠点(COE)が形成

され得るかどうかにかかっている。一方、産学

官のトライアングルの形成が広い学問分野の英

知を集約し実学を創造するために必要であると

の指摘があった。トライアングルにより、将来

の要求に適合する、広がりを持つ、かつ新産業

を育てる効果を持つジェネリックな独創的技術

が期待できる。

本講演で増本氏は大学の将来像にも言及し

た。州附的視野の大学、個性を持つ大学、活力

ある大学を作るため、大学自身の規制緩和の促

進が要請されるとした。

これらの講減内容に対して、大学や企業、あ

るいは行政に携わる方々から活発な質疑が行わ

れた。本講淡では、「大学と学術研究」につい

て増本氏の率直で的確な苦言と期待をまとまっ

た形で拝聴することができた。考えさせられる

印象深い講演であった。

鯵 第１０６回談話サロン「燃料電池技術開発の現状」

日時：1999年７月２日（金）

場所：弘済会館

講師：中山稔夫氏

新エネルギー．産業技術総合開発機構

燃料・貯蔵技術開発室室長代理

（兼)燃料電池プロジェクトチームリーダー

いささか主観過多の報告をお許し頂きたい。

最近の報道に目配りしていた技術屋ならば、

標題の講演会案内を見て気をそそられたはずで

ある。社会的ニーズに応える可能性を秘めた午

前五時の技術、つまりおいしそうな匂いがプン

プンするのである。しかも４月の104回サロン

｢リチュームイオン電池」と近接していたため、

セットで参加すれば最新状況が把握できる。

ぜひ聞かずぱなるまい、と不安定な空模様を

気にしながら出かけたが、近来にない申し込み

89名という大盛況で、事務局では急遜部屋替え

をして68名の出席者に対応した。

講師は永年ＮＥＤＯで燃料電池プロジェクト

をリードされてきた中山稔夫氏。内外の関連

技術の最新状況を把握される地位にあられるだ

けに、きわめて分かり易く手際の良い、談話サ

ロン向けのオヴァビューが展開された。

しかし、司会の尾出エネルギー専門部会副部

会長による質疑再開宣言後、議論が噴出した。

EAJNEWSN0.691999.88
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実施プラントに関する

内容質問もあったが、何

といっても焦点は経済的

実現.':'1能性だった。

１０万円/ｋｗを切るマイ

クロタービン、超高率の

コンバインドサイクルの

出現など、熱機関側もガ

ンバッテいる状況下で果

たしてメがあるのか、と中山稔夫氏

いう疑問である。リン酸型で60万円/ｋｗ、自

動車で有望との高分子型の現状値150万円/ｋｗ

を聞くと、標準的小型車のエンジンは今や２千

円台/ｋｗであるから、いくら運転費が安いと

主張されても絶望的にならざるをえない。

したがって、ウルトラ革新技術を創出せよ、

との叱雌激励的要望や、果ては、水素を介した

電気を動力源としている限りfLl動車用として採

用され得ない、との悲観的コメントも出された。

’'''１１氏も答えていたように、コストは量と鶏

と卵の関係にある。いつ天佑により雪崩現象が

起きるかもしれない。しかし貴種であるＦＣ

(FuelCell）がＰＣ(PoliticallyCorrect)となって

も、｜_|常技術になるのは2005年ではまだ早いと

いうべきか。

一割

毎画9９



999年５月

政策委員会では下記「意見」に記載の通り、

1996年４月、会長名で科学技術会議議長宛に意

見書「科学技術基本計両に望む」を提出致しま

したが、引き続き“科学技術政策上の重点分野”

を中心に検討を重ね、「中間報告及び会員の意

見を伺う会」を昨年12月に開催致しました。活

発な意見交換がなされましたが、それらを基に

再検討、修正した報告書を作成、３月１８日開催

の理事会にて説IⅢ、会長名での関係先への提言

について承認を得ました。

６月４日付で、｜､隻記意見害に報告書「科学

技術政策'二|標の体系化」を添付の上、小測恵三

科学技術会議議長及び全議員に提出致しまし

た。

尚、報告書「科学技術政策目標の体系化」

(Ａ4版、２５頁）を御希望の方は、事務局へお申

し込み下さい｡

社ljl法人'二|本工学アカデミー

か、またIJI能とすればどのような手法が考えら

れるのかについて、過去２年余に亘り精力的に

検討を進めてきた。

統合的な目標は従来から常用されているよう

な積み上げ式の方法からは決して生まれない。

そればかりか政策課題を、担当する部課から上

へ上へと上げていく積み上げ式の手法からは、

大所高所に立った政策を打ち出すことはできな

い。更に、ともすれば政策の無駄な重複を生み、

その逆に重要課題が看過されるというような深

刻な欠陥を露呈するおそれもあり、縦割り行政

として指弾される所以ともなっている。

従って統合的な|_|標の形成は、先ず科学技術

政策の目標を全体的に州倣することから出発し

なければならない。それを大目標としてまとめ、

次にその大Ｈ標を展開して中l-I標にまとめた。

中目標は大｢I標をより具体的にしたという性格

の他に、大目標を実現するための手段であると

いう性格も持つことになり、このような目標と

手段の連鎖をつなげ、雄後に技術的手段に至る

方法を採用した。このような目的展開型手法は、

従来の積み上げ方式とは全く逆のアプローチで

ある。

この手法により科学技術目標の体系化を試み

た結果の一例が別紙の例である。

この様な手法の実用化のためには、各省庁で

その行政範囲のみについて重点分野を定め、予

算を要求し、大蔵省との交渉で予算原案が決定

する現在の行政制度の下では克服せねばならぬ

要素が多いが、国民の負担による科学技術推進

のあり方として必要なプロセスと考える。

1995年llj]に科学技術基本法が成立し、それ

に基づいて翌1996年７月に科学技術基本計画が

策定された。基本計1111iでは以後５年間(1996年

から2000年まで）に、政府支出の科学技術関係

費を‘倍増すべく、１７兆円を支出することがうた

われている。このような大胆な目標の提示、特

にその数量的な提示は従来の科学技術政策には

類を見ないものであり、高く評価される。

この基本計iiIIiに盛り込まれるべき他の重要な

内容について、（社)１１本工学アカデミーでは、

平成８年（1996年）４月23日付会長信にて科学

技術会議議長宛に意見害として提出し、重要と

考えられるいくつかの問題点とその対応につい

て見解を列記し、科学技術会議で基本計画へ反

映させることを要望した。

基本計iIIii中には上記意見害の内容も相当に取

り入れられ、岡の科学技術政策の推進に寄与す

るものとなってはいる。しかし意見書で(社)日

本工学アカデミーが、基本計画の内容として最

も重要なものの一つとして要請した国としての

政策目標と科学技術政策上の重点分野の統合が

なされていないことが最大の問題点として指摘

できる。

このような統合の考え方の萌芽は科学技術会

議第11号答'|'に見られたが、第１８号答申、科学

技術基本計画と次第に退歩し、基本計画ではそ

の基本理念も時代も第18号答申とは異なってい

るにも拘わらず、重点分野は第18号答申に準ず

るとされているのみである。（社)日本工学アカ

デミーはこの点に関し、国の政策|｣標と統合さ

れた重点科学技術分野の決先が現実的に可能

ｄ１１口ＧＩト,､ｍ１ＩｌＩｏｌ画ｉｌ

『
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図科学技術政策の目標体系

大目標１－ﾄＩＨ標

1.国民の豊かで潤い

のある生活を維持し、

拡大する

2.国の安定的な存続

と安全保障を図る

3.地球環境問題の解

決に貢献する

4.人類の知的資産の

拡充に貢献する

EAJNEWSN０．６９１”9．８１０

剛民生浦の活力と豊か

さを維持し、尚度化す

る

安心して暮らせる社会

を柿梁する

充実した人生を享受で

きる社会を構築する

国土の保全と安定に努

める

1{t界の平和に寄与する

|割際社会で名誉ある地

位を確保する

新しい知拙の創造に努

め為

小目標

国際的な産業競争の中で雇用を

確保し所得を維持、向上させる

サービス業の生産‘性を向上させる

生活や産業の基礎資源を安定的に

確保する

広く豊かさを享受できるようにすを

安全な生活を維持し、増進する

健康な生活を維持し、増進する

地域の環境や自然と共存する

新産業セクターを創洲する

(アポケーション等）

国士を監視し、保全する

国際紛争の平和的解決に貢献する

尊敬される学術・文化を作り出す

国際社会に貢献する

国際交流を密に広くする

地球環境を継続的に調査、監視する

地球環境の保全に努める

地球環境保全の国際協力に貢献する

人類共通の未知解明に挑戦する－

固有文化・知的資産を維持・拡充す愚

知的文化の産業化に努める

摂画印､

毎門為



『詞

科学技術群

新産業創出科学技術群

既存産業活性化科学技術群

産業基盤高度化科参学技術群

新産業を創出する

既存産業を活性化

経済産業基盤を整

科･学的管理手法を

■
。

■
。

EAJNEWSNo､６９１”，.８１]Ｉ

する

術し高度化すそ

高度化する－

保する

食料を確保す

健康を維持する基盤を雛

疾病を予防し、克服する

食品添加物等による健服

疾病やけがからの|':'|復を

為

術する

エネルギー源

資源を確保し

を開発し、確保する 食料･確保科学技術群

エネルギー高度利用科学技術群維持する､

資源・エネル ギーの備蓄に努める 資源循環利用科学技術群

省資源 省エネルギーに努める

リサイクルに努める

住宅・交通問題を改善する

人口の過密・過疎に対処し

弱者を救済し、社会福祉を

生活基盤充足科学技術群

福祉高度化科学技術群

せ鳥

知的資産拡充科学技術群

■■

■■
、改善する

充実する一

地震等の自然災害対

交通事故や労働災害

防犯体制を整備する

対策を充実する

する

自然災害対策科学技術群

社会災害対･策科学技術群

■
。

国際化促進科学技術群

為

等の社会災害を防止、低減させる
凸

教育高度化科学技術群

自己実現支援科学技術群

文化基盤整備科学技術群

教育を見I内し、改善する

情報・通信基盤を維持、

生活文化基盤を維持、盤

文化の保存、修復、復元

目標を達成する手段例

監視体制を充実し、関連科学技術を開発する

地球環境の保全に資する科学技術を開発する

健康維持・増進科学技術群

安全性向上科学技術群被審を防止する

'i'.め、確実にす農

環境汚染を防止し、Ｉ１Ｉｌ復さ

生物種の多様性を確保する

自然と親しめる場を盤術す

アネットワーク等）

魅力あるＩ:'ﾐ|)－

改善する

環境保全科学技術群

自然親和科学技術群

術する

復元に努める

国際平和貢献科学技術群

|人類の知的資産拡充への貢献｜

国際協調体制を確立する（アジ

人的交流を促進する（外国人に

地球環境保全科学技術群

{環境保全科学技術群｝

、データベースを整'備すを

する

Ｐ

国土蝋保全科･学技術群

好奇心駆動型研究を推進

研究開発環境を糖術する

創造的人材を育成し、砿
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新 入正会員の紹介

佐藤美枝子（事務局職員）

今地球環境専門部会から

新メンバー募集のお知らせ

分野（１）尾崎龍夫 九州大学大学院工学研究科教授

工学部長（知能機械システム専攻）

秋田県立大学システム科学技術学部教授

（電子情報システム学科）

慶礁義塾大学理工学部教授（管理工学科）

㈱デンソー取締役基礎研究所長

九州大学大学院工学研究科教授

（材料物性工学専攻）

国際連合大学副学長

旭化成工業㈱専務取締役研究開発本部長

工学院大学教授(環境化学工学科）

㈲青木繁研究室代表取締役

学位授与機構機構長

東京都立大学大学院工学研究科科長・部長・教授

(建築学専攻）

㈱テトラ代表取締役会長

三菱マテリアル㈱技術顧問

京都大学名誉教授

ウシオ電機㈱常務取締役システム事業部長

工業技術院長

東北大学金属材料研究所所長・教授

東北大学素材工学研究所所長・教授以上１７名

(２）曽根敏夫

永田

原

梶山

守男

邦彦

千里
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、
ノ
１

２
２
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く
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（３）

（３）

(３，７）

（４）

（４）

(４）

鈴木基之

瀬田重敏

御園生誠

青木繁

木村孟

西川孝夫
鋳､
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久田安夫

朝木善次郎
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ノ
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ノ

川
生
原
Ｊ
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（５）

（５）

（５）

(５）

荒井徹治

佐藤壮郎

藤森啓安

早稲田嘉夫

ⅡＲｎ瞳ｒ，ロブ肌川ハＴＭ，肌
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層,鱈昔皇室全ｱｶデﾐー広報委員会
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宜しくお願い申し上げます。
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事務局人事

平成11年７月１日付

しん坊なことと皆様のお役に立ちたいと思っ

どうぞ宜しくお願い申し上げますｃ

地球環境専門部会では、新しい部会員を募集

致します。地球環境に御興味のある方は、是非

事務局まで御連絡下さい。
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旧
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常に前向きな広報．国際担当ががっちりスク

ラムを組んでいます。４人の共通点は、食い

ていることです。

過去一年間に次々と人が替わった事務局も、

ようやくメンバーが落ち着きそうです。頼り

になる生き字引の志満を中心に、よく気がつ

〈会計担当、 いつも笑顔のデータ管理担当、４月１９口に行われました第104回談話サロン

｢リチウムイオン電池の開発と環境問題一芳尾

真幸氏（佐賀大学理工学部教授)」(EAJNEWS

No､68に記事掲載）の講演録が出来上がりまし

た。ご希望の方には郵送致しますので、事務局

までご連絡下さい。

編集後記．。

◆第104回談話サロン講演録


